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本学における情報リテラシー教育の現状と課題 
 
新入生を対象に高校から大学への円滑な移行を促す「初年次教育」を実施する大学が増えて
いる。本学でも、初年次教育は正規のカリキュラムに組み込まれており、その一環として情報検
索・収集やレポート作成技法、クリティカルリーディングなどの「カレッジスキル」を学ぶプログラム
が整備されている。 
「カレッジスキル」を学ぶプログラムのうち、情報検索・収集に関するコマを図書館が担当してお
り、大教室の学生を前に図書館の利用法や基本的な文献探索法について、OPACや文献データ
ベースの検索をスクリーン上で実演しながら、90分をフルに使った講義形式の授業を行ってい
る。 
しかしながら、残念なことに学生の反応はあまりかんばしいとはいえないのが現状である。 
受動的な学びから能動的な学びへの転換を図らなければならないその授業が、依然として単
方向の静態的な座学形式を採っており、学生の能動性を引き出す仕掛けにはなっていない。その
ことが、学生から授業参加への意欲を奪い、ひいてはスマートフォンや夢の世界へといざなってし
まっているということはないか。そんな問題意識から今年度は試行的に、授業の前半を講義に後
半を図書館での実習に当て、講義で習得した知見を元に図書館利用を実践するというハイブリッ
ト型の授業をこころみた。 
この方式は学生の反応もよく、準備した実習プログラムを大半の学生が完遂しており、一定の
効果があったものと判断された。従って、今後も継続・発展させていく予定であるが、一方で問題
点として大人数を対象とした実習を 45分という短時間に収めることの困難について授業者から指
摘があった。45分ではせいぜい図書館利用のさわりの部分しか体験してもらえない。できれば、
90分を実習にフルに使いたい、と。 
しかし、実習にはそれを可能にする前提知識が不可欠である。授業時間内にそれを習得できな
いのであれば、授業時間前に習得してもらうしかない。すなわち、「反転授業」の導入である。反転
授業とは、授業で教わるはずの知識をあらかじめデジタル教材等により学生に予習させておき、
授業ではその知識に基づく応用や復習を行う教育方法のことを指す。それは、これまでの単なる
知識伝達の場としての教室を「アクティブラーニング」の舞台へと変容させる可能性を秘めている
注 1）。反転授業により、もしかしたら学生の能動性が目を覚ますことになるかもしれない。 
一方で、注意しておかなければならないこともある。どのように事前学習の質を担保するかとい
う点である。図書館が担当するコマは、通例 4月中旬から 5月上旬までの間に行われる。新入生
にとって、サークル活動やアルバイトなど学業以外の生活もいよいよ忙しなくなってくる時期である。
コンパニーの誘惑などもさしずめ多いことだろう。早速、恋人ができる人だっているかもしれない。
そんなハイテンションな時期に、まだ確たる動機もないままに、情報リテラシーに係る講義の、そ
れも予習のために、誰が好んで貴重なプライベートの時間をささげたりするだろう。反転授業には、
事前学習を動機づける、あるいはこう言ってよければ強制する何らかのしかけがなくてはならな
い。 
 
反転学習ツールとしてのMOOC 
 
MOOCというサービスがある。Massive Open Online Courseの略である。すなわちウェブを通
じて世界中の広範な利用者に開かれた講義のことを指す。単なるオンライン教材ではない。授業
動画の視聴に加え、テストやディスカッション等のインタラクティブ機能を備えており、さらに条件を
満たせば修了証も発行できるという点に特徴がある。2012年から米国の名門大学がこぞって
MOOCを配信しはじめ、世界を驚かせた。 
ハーバード大学やスタンフォード大学等の有名講義が誰でも無料で受講できる。しかも、きちん
と勉強して課題をパスすれば修了証だってもらえる。この修了証は学位には及ばなくとも、自身の
キャリアパスのためにも取っておいて損はないだろう。こんなおいしい教育サービスはないではな
いか、というわけである。MOOCはオープンエデュケーションの申し子のようにもてはやされはじ
め、日本でも教育分野の黒船 1）などと呼ばれて、徒に恐怖をあおられたりもした。もう名門ではな
い大学は不要になるかもしれない。いや、学校という制度自体がいよいよ根源的に問われる時代
がきたのだ、と。 
しかし、そんなMOOC フィーバーも長くは続かなかったようである。2016年の今日、MOOCの
話題をあまり耳にしなくなっていることに気づく。MOOC は終わったなどという人もいるほどである。
もちろん MOOCは終わってはいないし、それどころか世界の MOOC コンテンツや受講者数は増
え続けている注 2）。 しかしながら、いまMOOCを評して「脱学校化社会の到来」だとか「黒船の襲
来」などとはちょっと言いにくい空気になっているのは確かだろう。少なくとも筆者が身を置く大学
図書館においては。 
MOOCプラットフォームで提供される機能に SPOC というサービスがある。Small Private 
Online Courseの略である。 少人数で非公開の授業をとりおこなうためのしくみである。MOOC
プラットフォームを提供する国内ベンダのなかには、この SPOC機能を有償で提供するところがあ
る。 
日本を含む後発のベンダからすると注 3）、自社のプラットフォームに多くの大学が参加しMOOC
を賑わせてほしい。不特定多数の受講者から大規模な学習履歴データを取るためにも、MOOC
コンテンツ登録へのコスト的なハードルはできるだけ下げておく。その代わり、小規模だがより詳
細な学習ログの収集とユーザ（受講者）へのフィードバックが可能な、すなわちユーザにとって付
加価値の高い SPOC の方で商売をするという算段であろう。 
しかし、先に述べたとおり MOOCのMは Massive（大規模）である。そんな大風呂敷を広げな
がら、その上でこじんまりとした会員制の授業をほそぼそと営ませる。その一見矛盾したような展
開の有様が、近年のMOOC熱のすぼまりを象徴しているような気がしないでもない。しかし、本稿
の目的は、MOOC低迷の虚実をあげつらうことではない。 
情報リテラシー教育の反転授業に、MOOC/SPOC を活用できないか。そのことの可能性を考
えたい。教室外の事前学習には、学外からリモートアクセスできるデジタルオンライン教材が適し
ている。そして、コースを修了した際に発行される証明書をその科目の単位取得の要件とすること
ができれば、事前学習の動機付け・質保証につながっていきはしないか。実際、反転授業ツール
として、MOOC/SPOCを活用する事例は増えている。国内でも、例えば大学間連携事業の一環と
してMOOCを利用した反転授業を実践している事例がある 2）。MOOCは第二フェーズに入ったと
いうことか。すなわち、教育を破壊するイノベーションから、教育を補完するツールへと。 
とまれ、MOOC という安価で良心的なオンライン学習コンテンツ配信のクラウドサービスが生ま
れたことをまずは素直に喜んでおきたい。同じようなことをしようと思ったら、これまでは高額な
LMS（ラーニングマネジメントシステム）の導入を図らなくてはなかったのだから。 
 
MOOCに関する意識調査 
 
初年次教育の一環として実施される情報リテラシー教育において、MOOC を活用した反転授
業を取り入れることは可能か。その検討の材料にするため、今回本学教員を対象としたアンケー
ト方式による意識調査を実施した。以下に、その結果の概要を報告する。 
■調査方法 
アンケートは平成 28年 7月 25日から 8月 9日の期間、ウェブ及び紙媒体により実施した。（全
教員宛てにメールで依頼するとともに、学内便でアンケート用紙を配布し、いずれかの方法で回
答するよう指示した。）  
調査対象は、附属学校教員を除く全教員（161名）、回答方法はすべて多肢選択式とし、記名
は任意とした。 
■調査結果概要 
有効回答数は 70であった。 
まず、「MOOCの存在を知っているか」について尋ねたところ、「名前だけ聞いたことがある」を
含め 46名が「知っている」と回答した（図 1-1）。この 46名に対し、「MOOCに興味があるか」を尋
ねたところ、6名が「非常に興味がある」、30名が「少し興味がある」と回答し、「興味がある」が全
体の約 8割を占めた（図 1-2）。 
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図 1-1. MOOC を知っていますか 図 1-2. MOOCに興味がありますか 
次に「MOOCに興味がある」と回答した教員に対し、「MOOCのどのような点に興味があるか」
（複数選択可） を尋ねた（図 2-1）。「教育の選択肢拡大」（27件）、「遠隔学生の教育・学習環境
の向上」（21件）が上位2位を占めているが、これは本学で今年度よりVOD（ビデオオンデマンド）
による授業方式を主体とする大学院コースが開設されたこととも関係があるように思われる。 
「MOOCに興味がない」と回答した教員（10名）に対し、「その理由は何か」（複数選択可） と尋
ねたところ、「授業や教材をオープン（無料公開）にすることの意義を感じないから」が5件と最も多
く、「既存の e ラーニングで十分だから」「そもそもよく知らないから」がそれに続いた（図 2-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本学では、上掲の初年次教育科目の他にも、情報リテラシー教育のために授業の一コマを拝
借している科目がある。今後、可能であればさらに他の科目にも手を広げてゆきたいと考えてい
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図 2-2. MOOCに興味がない理由 
る。そこで、科目を担当する教員に、図書館の授業協力についてどのように思うかについて尋ね
た。 
自分の担当する科目で授業協力してもよいと回答した教員は「試行的」も含めると 32名存在し
た。一方、26名が「必要性を感じない」と回答した（図 3-1）。 「必要性を感じない」以外を回答した
教員に対し、情報リテラシー教育の事前学習としてMOOCを活用することについてどう思うかと
尋ねたところ、全体の約 7割に当たる 30名が「効果的だと思う」と回答した。なお、「その他」の意
見としては、「効果に関しては予想がつかない」「わからない」という意見が多かった（図 3-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報リテラシー教材の共有化に向けて 
 
MOOCは LMS と何が違うのか。そんな意見をよく耳にする。アンケートでも、3名の教員が
MOOCに興味がない理由に「既存のeラーニングで十分だから」を選択している。ユーザを限定し
リッチなサービスを提供する SPOCの展開が活況を呈してくるにつれ、確かにMOOC/SPOC と
LMSの境界はますます曖昧になってきているといえる。しかしながら、MOOCの醍醐味はやはり
オープンエデュケーションの文脈で捉えたい。最後に、MOOCのもつオープン性に思いを馳せな
がら、本稿を閉じたいと思う。 
MOOC誕生の背景には、1990年代から始まる e ラーニングの技術的進展とともに、教育リソ
ースを広くインターネット上に公開し教育への障壁なきアクセスをめざすOER（Open Educational 
Resources）展開の歴史がある。単にオンライン教育の技術を磨いてきただけではない。その技
術を世界レベルでの教育の機会均等のために使う。そんな高邁な理念が MOOCのベースには
あるのである。 
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図 3-2. その科目の授業外学習の一環として、情報
リテラシー教育の MOOC 動画（図書館作成）を学生
に視聴させることについてどう思いますか。 
OER という用語が提唱されたのは 2002年だが、その同じ年にハンガリーのブダペストで定義
されたのが「オープンアクセス」である。周知のとおり、こちらは研究成果のオープン化を目指す機
関リポジトリの理念的支柱となっている。 
余談なのだが、その機関リポジトリ事業に着手し始めた頃、筆者は機関リポジトリと単なるフル
テキスト・データベースとの違いがよくわからず内心導入に後ろ向きだった時期がある。フルテキ
スト・データベースなら当時十分なシステムを備えていたからだ。この混同は、あきらかにリポジト
リシステムがもつ相互運用性とかオープン性に対する過小評価のせいである。そして、このことは
とりもなおさず、今日の MOOC vs LMS との関係にもあてはまるのではないかと思う。 
MOOCと LMS とはいったい何が違うのか、同じものじゃあないか。そんな声を聞くとき、筆者は
ふとあの青臭かった頃の自分自身を思い出す。そして、つい苦笑いを浮かべてしまう。 
機関リポジトリの普及期に異口同音に唱えられた「可視性向上」や「成果のショーウィンドウ化」、
「社会貢献」、「情報格差の是正」、「パラダイムシフト」といったリポジトリの意義・メリットは、ほとん
どそのままMOOCにもあてはまるだろう。だからもし、大学で MOOC参加の話が持ち上がったり
したら、オープンアクセス・ムーブメントに熱くコミットしてきた（そしてこれからもそうする）大学図書
館が首を挟まぬ道理はないだろう。 
ところで、これもまた余談なのだが、筆者は 7年ほど前に、国立情報学研究所主催の学術情報
リテラシー教育担当者研修に参加した。そこで、折角苦心して作られた情報リテラシー教材が各
機関内に埋没し、図書館間で相互共有が図れていないことを問題視したグループ発表を行った。
解決策として提示したのは、当時国内で急速に普及していた機関リポジトリを活用することだっ
た。 
各機関は情報リテラシー教材を、メタデータに特定のタグを付して自館のリポジトリに登録する。
そのタグを目印に、情報リテラシー教材に特化した統合検索（主題リポジトリ）ができれば、教材の
共有化が進み、情報リテラシー教育の全国的な底上げが図れるのではないか。そう提案したので
ある。 
もちろん、このアイデアは絵に描いた餅に終わったわけだが、もし筆者がもう一度今同じ研修を
受講するとしても、おそらく同様の提案をするように思う。ただし、今度は MOOCを引合いに出し
て。 
MOOCは、教材ではなく講義そのものを提供する。他館の情報リテラシー教育の教材を参照す
ることはあっても、授業そのものを覗ける機会はめったにないだろう。情報リテラシー教育担当者
にとって、そんなMOOC動画はきっと強い刺激となるに違いない。あるいは、さらに進んで、他館
の MOOC動画をそのまま自館で使うといった利用シーンも考えられよう。折しも、「高等教育のた
めの情報リテラシー基準 2015年版」3）が策定され、標準的かつ汎用性の高い情報リテラシー教
材や講義を作成する環境が整ってきている。 
複数の機関が共同でMOOC動画を作成し、それを共有する。これにより、作業の効率化が図
られるとともに、受講者が増える分、それこそマッシブな学習ログの取得が可能となる。このデータ
をサービスにフィードバックすれば、情報リテラシー教育の好循環が生まれることになるだろう。 
と、そんな風に夢想は尽きないわけだが、これをまた画餅に終わらせないようにするために、ま
ずはMOOCを活用した情報リテラシー教育を企画する図書館のひとつとして、自館において、上
掲のアンケート結果を踏まえながら、あわよくばMOOC実証実験の手筈を整えていければと考え
ている。 
 注 
（１）「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて : 生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大
学へ（答申）」（中央教育審議会, 2012.8）において、「アクティブラーニング」は「従来のような知識の伝達・注入を中
心とした授業から、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に
成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修」であるとされている。また、この
答申を受けてまとめられた「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について（審議まとめ）」（科学技術・学
術審議会学術分科会学術情報委員会, 2013.8）では、このアクティブラーニング推進への取り組みのひとつとして、
「反転学習」について言及している。 
 
（２）MOOC関連の統計情報を提供する CLASS CENTRALによれば、2015年度には 1800 コースが新たに追加さ
れ、コース総数は 4200となっている。また、MOOCの受講者は 2014年度の 1600～1800万人から 2015年は 3500
万人となり、約 2倍に増加している。 
（“By The Numbers: MOOCS in 2015”. CLASS CENTRAL. https://www.class-central. com/ report/ 
moocs-2015-stats/ (参照 2016-08-26) ） 
 
（３）「先発」の MOOCに、Coursera（スタンフォード大学）、edX（MIT・ハーバード大学）、Udacityがある。世界の学
習者に向け英語による講座を提供するこれらの MOOCはグローバル MOOCあるいはユニバーサル MOOC と呼
ばれる。これに対し、各国・地域で母国語ベースの講座を提供する MOOCはローカル MOOC と呼ばれ、たとえば
日本には 2013年に JMOOCが設立されている。 
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